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現在、３つのエネルギー形態、火力エネルギー（薪炭、石炭、石油、天然ガス等の化石燃料）電気エネルギー、
核エネルギーは人類の生活で豊かな生活を営む上で主に利用され、身近なエネルギーである。特に、約 230年
前に蒸気機関が発明されて以来、動力を使う産業社会となり、化石エネルギーを何らかの仕事エネルギーに変
換するようになった。その結果、1973年の石油危機から、資源エネルギー枯渇問題は大きく世界的に認識さ
れるようになった。それ以降経済成長、人口増加も伴い、多量の化石エネルギーの利用により CO2の排出が急
増し、温室効果の影響による地球環境問題が提唱されるようになった。現在日本はエネルギーミックス時代と
して展開されている。
技術者の立場からみれば、かっては科学を進めてきた人々は哲学者でもあったが、20世紀になり、技術革新
が一人歩きし始め、「哲学なき技術発展」になったことも、一つの理由ではなかったかと考える。
もう一つの日本の場合は、エネルギー自給率が低いという大きな問題がある。これを 2001年のデータでみ
ると、日本の一次エネルギー自給率は原子力を除き４％しかないことである。このような中で、日本として
2003年 10月に成立された「エネルギー基本計画」に燃料電池、水素エネルギーが期待され取り入れられた。
これは燃料電池、水素エネルギーの関係者にとって大きな役割と思われる。この水素に関しては、1970年代前
半に研究が盛んに進められ、その後もWE-NET計画として展開された。しかし、将来、水素エネルギーを何か
ら作るか、貯蔵するか等を考えると、本当の意味での水素エネルギーの基本的な課題がある。
一方、燃料電池について民生用として研究開発され、約 40年間展開されてきたが商品化に至っていない。
その中で最近、固体高分子形燃料電池（PEFC）は急激な技術進歩により優れた特性（出力密度 2.2kW以上 /L）
を得るまでになった。この点から燃料電池自動車の研究開発が急速に展開され、（コスト、耐久性の課題を残し）
世界各地で市場走行するまでに発展している。また、定置式燃料電池コージェネレーションの研究開発も大き
く展開してる。この燃料電池はエンジンと異なり、化学電池としての特性を理解する必要が最も重要であると
思われる。この化学電池はレモン電池で知られるように、化学電池系の組み合わせを考えると、数億種類のも
のが可能と言われている。しかし、現実に市販されている主な電池は、一次電池、二次電池を合わせて数種類
のみであることに注目すべきであろう。
これら市販されている電池は、その用途に適した初期特性、経済性を満足させることに加えて、機器の耐久
年数に対して運転寿命（連続、間歇）、保存寿命、充放電サイクル寿命（二次電池）、耐久寿命（温度、湿度サ
イクル、振動、漏液、衝撃等）、安全性についても全てを満足させている。また、現在市販されている中でも、
最近研究開発された電池は基本的に想像し、更に創造のもとに課題のブレークスルーにより創出し、総合技術
を集結して商品化が成し遂げられていると思われる。（例えば、プロトンの固相拡散電極反応による創出、リチ
ウムイオンの層間化合物電極へのインサーション反応による創出等）
燃料電池は初期特性（出力、効率、経済性）に加え、各寿命と信頼性〈平均故障間隔（MTBF）〉についても

商品として充分満足されることが必要である。この燃料電池の商品化にあたり、少なくとも化学電池の商品化
と同様に、基本的な課題のブレークスルーと更に、総合技術の集結により商品化が可能になると思われる。
特に燃料電池が実用化するまでには多くの基礎的課題もあり、これらを解決するには産官学が一体となり、
関係者の総合技術の集結力をもって進展することが重要と思われる。これにより燃料電池、水素エネルギーが
日本の「エネルギー基本計画」の期待に対応できるものと考える。
今後、水素エネルギー経済社会はこれまでの人類文明の歴史を反省し、また世界の政治、経済、宗教等が大
きく変化する中で、新たな人類の生活様式を半世紀、また、一世紀をかけて創造すべきと思う。
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